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例　言 

 

１．本書は、金沢市文化スポーツ局文化財保護課および金沢市埋蔵文化財セン

ターが令和４年度に行った埋蔵文化財保護行政の概要、成果及び結果を公

 表することを目的として刊行するものである。

２．本書は、令和４年度に実施した埋蔵文化財の発掘調査、分布調査および教

 育・普及・啓発活動に関することを中心に編集した。

３．本書に掲載した埋蔵文化財の遺構・遺物等の写真は、それぞれの担当者が

 撮影した。

４．各遺跡の遺跡番号は、石川県遺跡・文化財情報システム（平成 25 年度版）

 および金沢市遺跡地図に準拠している。
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１．埋蔵文化財発掘調査事業等

（１）埋蔵文化財発掘調査等一覧

№ 調 査 地 調査面積 調査原因 調査期間 立地 経費（千円）
出　土
遺物数

時代 主な遺構 主な遺物

 金沢市
 主計町地内

37㎡
防火水槽埋設

（公　共）

20220629
～

20220802
河岸段丘 2,752 3箱 江戸 惣構堀跡　炉跡

近世陶磁器　近世土器　金属製品
石製品　木製品

 金沢市
 南新保町地内

5,400㎡
区画整理
（民　間）

20221111
～

20230307
沖積平野 258,224 300箱 弥生～室町

方形周溝墓　掘立柱建物
平地式建物　溝　土坑

弥生土器　土師器　須恵器
木製品　石製品

 金沢市
 南新保町地内

900㎡
区画整理
（民　間）

20220823
～

20220930
沖積平野 258,224 300箱 弥生、古墳 溝　井戸 弥生土器　土師器　木製品

 金沢市
 南新保町地内

5,900㎡
区画整理
（民　間）

20220713
～

20221121
沖積平野 258,224 300箱 弥生～室町

方形周溝墓　掘立柱建物
平地式建物　溝　土坑

弥生土器　土師器　須恵器
木製品　石製品

 金沢市
 尾張町地内

94㎡
宿泊施設建設

（民　間）

20221005
～

20221122
沖積平野 3,591 4箱 江戸 土坑　石列　溝　礎石

近世陶磁器　近世土器　木製品
金属製品

 金沢市
 広坂１丁目地内

10㎡
史跡整備
（公　共）

20220601
～

20220610
河岸段丘 494 1箱 江戸 石垣　石垣裏込 近世陶磁器　近世土器

 金沢市
 涌波町地内

25㎡
史跡整備
（公　共）

20221101
～

20221125
河岸段丘 2,416 1箱 江戸 石垣　石垣裏込 銭貨（寛永通宝）

 金沢市
 荒山町地内

77㎡
学術調査
（公　共）

20220907
～

20221028
山林 3,312 - 安土桃山 堀　土塁　柱穴

 金沢市
涌波町地内

80㎡
学術調査
（公　共）

20230301
～

20230329
台地 3,820 1箱 江戸 土坑　水路跡　集石 近世瓦

金沢城下町遺跡（尾張町１丁目９番地点）

Ｂ

 涌波遺跡（辰巳用水中流部管理通路石垣）

Ｃ

 荒山城跡

Ｄ

涌波遺跡（土清水塩硝蔵跡）

 金沢城下町遺跡（西外惣構跡宮内橋西地点）

※出土遺物は容量36リットルのコンテナケースに換算した量である

　緊急発掘調査

　学 術 調 査

Ａ

１

 金沢城下町遺跡（主計町３番地点）

４

南新保三枚田遺跡【南新保遺跡群】　※太字は南新保遺跡群3遺跡の合算

２

南新保Ｃ遺跡【南新保遺跡群】　※太字は南新保遺跡群3遺跡の合算

３

南新保Ｄ遺跡【南新保遺跡群】　※太字は南新保遺跡群3遺跡の合算

５
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（２）埋蔵文化財発掘調査位置図

１．金沢城下町遺跡（主計町3番地点）

２．南新保C遺跡

３．南新保D遺跡

４．南新保三枚田遺跡

５．金沢城下町遺跡（尾張町1丁目9番地点）

Ａ．金沢城下町遺跡（西外惣構宮内橋西地点）

Ｂ・Ｄ．涌波遺跡

Ｃ．荒山城跡金沢市埋蔵文化財センター

金沢縄文ワールド
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１.金沢城下町遺跡（主計町３番地点） 

〈遺跡番号 新規発見のためなし〉 

 

所 在 地：金沢市主計町地内 

北緯  36 ﾟ 57′26″ 

東経 136 ﾟ 66′25″ 

調査面積：70 ㎡ 

種 別：城下町・惣構跡 

主な時代：江戸時代 

担 当：庄田 知充 

 

■ 遺跡の概要 

金沢城下町遺跡（主計町３番地点）では、歴史都市推進課が施工する主計町地区防火水槽設置工事

に先立ち、記録保存のための発掘調査を実施した。 

調査地は金沢城下の北西部にあたり市街地の北西部を流れる浅野川に面する。絵図との対比からは

西内惣構の堀跡西岸部が検出されることが予想された。西内惣構は金沢城金谷出丸跡である尾山神社

南辺を起点とし、主計町緑水苑で浅野川に至る。延長約 1.6km を測り、下流部の母衣町から緑水苑ま

での堀跡は開渠となっている。 

調査地は、旧北国街道の浅野川大橋東詰から北西に約 150m の地点で、主計町重要建造物群保存地区

の北西一角にあたり、西内惣構の景観を復元した主計町緑水苑の南隣となっている。調査地付近では、

浅野川堤防から約 15～40m 南西に離れた位置で比高差約 4.5m の河岸段丘崖となっている。西内惣構の

堀跡である水路はその断丘崖に切り込んで小河川の谷地形として浅野川へ流出している。 

発掘調査は令和 4 年 6 月 29 日から同年 8 月 2 日にかけて行われ、工事影響範囲約 37 ㎡を対象とし

た。現地表下約 50cm までは掘削機、以下は人力により掘り下げた。   

発掘の結果、西外惣構跡の堀跡および城から見て外側の堀西岸について固結砂礫層を削った素掘り

の斜面として約 5m にわたって確認した。堀西岸は直線的で対岸となる主計町緑水苑内の東岸とほぼ併

行し、座標北から東へ約 6 度傾く。工事施工前に堀底を掘削機でさらに掘り下げる試掘を行い、堀底

の最深部は現地表面から約 2.7m、近世期の生活面から約 2.1m 下にあることを確認した。堀岸として

の斜面形状を保っている堀底上層面は近世期の生活面から約 0.8m の深さを測り、徐々に堀が埋没した

ことを物語っている。なお、西堀岸の上端の位置（平坦地と斜面との境界部）は、近世期を通じて大

きく変化しない点では主計町緑水苑内の調査成果と符合するものである。 

調査地南壁で確認された土層断面における構築当初の西堀岸の傾斜は約 80 度だったが、約 2m 埋没

した後の西堀岸上層面（江戸後期～末期）の傾斜は約 25 度となることから埋没課程で堀岸の傾斜が緩

やかになったことがわかる。また、西外惣構跡の堀西岸部において約 90cm 幅の砂利敷き硬化面を確認

した。この砂利敷き硬化面は道路状遺構と考えられ、堀岸の埋没土の上に砂利敷きがのっていた。層

位的な観察から、この道路状遺構は堀底が約 1.2m 浅くなった段階で堀に沿って作られた通路と考えら

れる。道路状遺構の西端は西側に石面をもつ人頭大の石列で境界されている。調査区外のため確認し

ていないが西側に対面する石列を伴う側溝の可能性がある。 

上層において酸化鉄による硬化面、炉跡と推定される小穴が検出され、その周辺から少量ではある

がふいご羽口片、椀形滓を含む鉄滓が出土した。確認された層位関係から、18 世紀以降の遺構・遺物
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と考えられる。 

藩政期の調査地周辺の居住者については、『寛文七年金沢図』（1667 年・石川県立図書館蔵）にお

いて、調査地は堀を示す青色塗りの範囲内にあたると考えられ、調査地北側の浅野川の道路沿い平坦

地（民間ガレージ部分）の区画には「岡野治助」「山下権兵衛」「北嶋八左衛門」が列記され、調査

区西側の斜面法面上の土地には「沢田友之助」の名がみられるが、いずれも由緒等明らかでない。 

 

 

 

 

全体俯瞰写真 

道路面 

（上層） 
堀跡 

石列（上層） 

側溝か 

鍛冶関連遺構・遺物集中範囲 

（上層） 

惣構跡の当初堀西岸上端 
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西内惣構跡の西岸（奥側斜面）と土層全体写真

出土遺物（下層）西内惣構堀跡の西岸（右側）と土層

石列と貼土・砕石硬化面（上層）石列と貼土（上層）

円形石組を伴う炉跡（上層）溝（下層）
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２.南新保Ｃ遺跡【南新保遺跡群】 

〈遺跡番号 県：1290 市：149K〉 

 

所 在 地：金沢市南新保町地内 

北緯  36 ﾟ 35′44″ 

東経 136 ﾟ 37′58″ 

調査面積：5,400 ㎡ 

種 別：集落跡 

主な時代：弥生～室町時代 

担 当：谷口 明伸、鏡 百恵 

 

■ 南新保遺跡群の概要 

南新保遺跡群は、金沢市南新保町地内において金沢市南新保土地区画整理組合が施工する金沢市南

新保土地区画整理事業地内で発掘調査を行っている遺跡の総称で、南新保Ｃ遺跡、同Ｄ遺跡、同三枚

田遺跡、同ゴマヂマチ遺跡が含まれる。発掘調査は令和 2 年度から同 8 年度（予定）まで計画されて

おり、3 年目となる同 4 年度は南新保Ｃ遺跡、同Ｄ遺跡、同三枚田遺跡の 3 遺跡の調査を行った。 

南新保遺跡群は金沢平野北部、犀川と浅野川に挟まれた金沢港まで約 2 ㎞の臨海部に位置する。か

つては沼が広がり、小川が網目状に流れるような低湿地の中に点在する微高地上に集落等が営まれる

立地環境であったと考えられる。周辺には上記 4 遺跡のほか、南新保Ａ遺跡、同Ｂ遺跡、同Ｅ遺跡、

及び弥生時代の大集落として知られる西念・南新保遺跡などが所在する。 

■ 南新保Ｃ遺跡発掘調査の概要 

南新保Ｃ遺跡の発掘調査は別図に示した 9 区～11 区にて実施し、①弥生時代中期から古墳時代前

期、②奈良・平安時代、③鎌倉・室町時代の遺構と遺物が確認されたが、その主体となるのは①であ

る。 

【南新保Ｃ遺跡９区】 

南新保Ｃ遺跡 10 区と南新保三枚田遺跡 2 区に接する調査区である。他地区に比して遺構密度が高

く、特に平地式住居跡 3 棟、掘立柱建物跡 12 棟（うち布堀建物 2 棟）と他の調査区より建物跡が多く

検出された調査区である。それに伴いピットや土坑、溝などの遺構も多く検出された。建物跡を形成

する柱穴からは柱痕や柱根を伴うもののほか、柱穴の底部から礎板や腕木などの木製品が出土したも

のも見られる。検出された溝のうち、奈良・平安時代の遺物が出土する溝 SD9004 は本調査区の南側に

接する南新保三枚田遺跡 2 区から連続する同一遺構であり、覆土は砂が主体となる。また、径約 2m を

測る円形溝 SD9014 は稲を短期間保存する施設の痕跡である可能性が指摘されている。本調査区は建

物跡の検出が相次いだ一方、方形周溝墓は全く検出されていない。方形周溝墓が数多く検出された南

新保Ｃ遺跡 10 区や南新保三枚田遺跡 3 区が墓域であるのに対し、本調査区は居住域であったと考え

るのが妥当であり、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土地利用の様相が示されている。 

【南新保Ｃ遺跡 10 区】 

南新保三枚田遺跡 3 区の北側に隣接。9 区と同様に遺構密度は高く、方形周溝墓 2 基、平地式建物

跡 2 棟、掘立柱建物跡 2 棟（うち布堀建物 1 棟）のほか土坑・ピット多数が検出されており、そのほ

とんどから弥生時代後期から古墳時代前期の遺物を検出している。溝も複数検出されており、うち

SD10020、SD10001、SD10002 は南新保三枚田遺跡 3 区から連続する同一遺構で、弥生時代後期から古
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墳時代前期の土器や木製品が多数出土している。これらの溝は北西方向にほぼ直線的に延びており、

調査区北西端で近代河川跡に切られている。方形周溝墓は 2 期検出されており、南新保三枚田遺跡 3

区から連続する墓域の様相を見せる。一方で掘立柱建物のうち 1 棟が方形周溝墓を切る形で検出され

ており、ある時期を境に墓域から居住域への変遷が想定される。調査区北端では半円形に廻る溝が複

数検出されており、その内側から複数の柱穴も確認されているため平地式建物の周溝であると考えら

れるが、柱穴の配置が不規則で建物プランの判断には熟慮を要する。掘立柱建物跡のうち 1 棟は筋状

の溝の堀方内に隅丸方形または円形の柱穴を掘って柱を据える布堀建物であり、全ての柱穴内に礎板

が残存する。 

【南新保Ｃ遺跡 11 区】 

南新保三枚田遺跡 4 区の北側に隣接し、方形周溝墓 4 基、掘立柱建物跡 1 棟、土坑、溝、ピットを

検出しているが、2 区及び 3 区に比して遺構密度は薄い。弥生時代中期から古墳時代前期及び鎌倉・

室町時代の 2 時期の遺構と遺物を確認しているが、その主体は前者である。方形周溝墓は周溝が全周

するもの、周溝の二隅を掘り残すもの、周溝の四隅を掘り残すもの、が確認され、一部に周溝を共有

する箇所も見られる。掘立柱建物跡は桁行 6 間×梁行 4 間、床面積約 128.2m の大型総柱建物で、一部

の柱穴には柱根が残存する。遺構の時期を明確に特定し得る遺物の出土は見られなかったが、柱穴の

大きさや建物規模から中世の建物跡と判断している。 
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9区 調査区全景（上が北）

9区 SB9005 柱根検出状況

9区 SB9008 腕木出土状況

10区 調査区全景（上が北）
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11区 調査区全景（上が北）

10区 方形周溝墓（SZ11003） 11区 柱穴（P11164）土層断面

10区 SB10001 礎板出土状況 10区 SD10020
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３.南新保Ｄ遺跡【南新保遺跡群】 

〈遺跡番号 県：1288 市：148Y・K〉 

 

所 在 地：金沢市南新保町地内 

北緯  36 ﾟ 35′46″ 

東経 136 ﾟ 38′10″ 

調査面積：900 ㎡ 

種 別：集落跡 

主な時代：弥生、古墳時代 

担 当：谷口 明伸、鏡 百恵 

 

■ 遺跡の概要 

本遺跡は南新保Ｃ遺跡と同様に、金沢市南新保土地区画整理事業地内で実施した発掘調査である（南

新保Ｃ遺跡の項を参照）。 

過去においては、同区画整理事業地内において令和 2 年度に発掘調査が行われたほか、さらに以前

には国道 8 号線付近において県教育委員会により第 1 次（昭和 49 年）、市教育委員会により第 2 次

（昭和 54 年）、第 3 次（昭和 56 年）、第 4 次（昭和 62 年）、第 5 次（平成元年）の発掘調査が行わ

れている。 

令和 4 年度の発掘調査区は同 2 年度調査区に隣接し、井戸 1 基、溝 6 条、ピット多数を検出したほ

か、耕作時の排水溝跡や近代以降の自然流路と見られる最大幅 7m の河川跡を確認している。この河川

跡を境界に、東側には近代以降の排水溝跡や撹乱が多く見られ、これらの影響により遺構や遺物の分

布はほとんど確認されていない。一方河川跡の西側には過年度に検出された溝跡 SD01 の延長や井戸

跡、ピットなどが検出された。とはいえ調査区全体でみると遺構密度は希薄であり、遺構の上面が削

られて底面のみが残存するような検出状況であるため、過去の開墾等により遺跡全体が大きな削平を

受けた状態であると考えられる。 

溝跡 SD01 は幅約 1.5m、深さ約 0.2m の規模があり、調査区を北から南にほぼ直線的に横断する。令

和 2 年度調査での検出状況と同様、溝の底面から弥生時代終末から古墳時代前期にかけての遺物が大

量に出土するがそのほとんどは小片・細片であり、不要となった土器を投棄したものと考えられる。

覆土には砂層などの水流を示す痕跡は見られず、過去の第 2 次・第 3 次調査で検出された溝群とは異

なる様相を見せている。 

井戸跡 SE01 は直径約 1.2m の平面円形、深さ約 1.1m で湧水層に達する。検出時点では側板や取水

施設等の痕跡は確認されなかったが、上述のとおり削平を受けている可能性もある。覆土より弥生時

代終末から古墳時代前期の遺物が出土している。 

 

10



調査区全景（左が北）

SD01遺物出土状況 SD01完掘

D遺跡２区　SE01断面 D遺跡２区　SD01遺物出土状況

SE01断面 SE01断面

SD01

SE01

河川跡
（近代以降）
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４.南新保三枚田遺跡【南新保遺跡群】 

〈遺跡番号 県：1287 市：146Y・H〉 

 

所 在 地：金沢市南新保町地内 

北緯  36 ﾟ 35′43″ 

東経 136 ﾟ 37′58″ 

調査面積：5,900 ㎡ 

種 別：集落跡 

主な時代：弥生～室町時代 

担 当：谷口 明伸、鏡 百恵 

 

■ 遺跡の概要 

本遺跡は南新保Ｃ遺跡と同様に、金沢市南新保土地区画整理事業地内で実施した発掘調査である（南

新保Ｃ遺跡の項を参照）。過去においては、同区画整理事業地内において令和 2 年度に発掘調査が行

われたほか、昭和 56･57 年度に道路改良工事に伴う発掘調査が市教育委員会により行われている。 

令和 4 年度の南新保三枚田遺跡発掘調査は別図に示した 2 区～4 区にて実施し、①弥生時代中期か

ら古墳時代前期、②奈良・平安時代、③鎌倉・室町時代の遺構と遺物が確認されたが、その主体とな

るのは①である。 

【南新保三枚田遺跡２区】 

南新保Ｃ遺跡 9 区に南接する調査区。中央を S 字状に蛇行しながら南北に流れる大型の溝 SD2002 を

境界として、その東側は沼地状の落ち込みとなり、一方でその西側は北西に向かって微高地状の高ま

りを見せ、その上に土坑やピットなどの遺構が分布しつつ南新保三枚田遺跡 3 区や同Ｃ遺跡 9･10 区

へと続く様相を見せており、この SD2002 を境界とした集落の縁辺部という状況を呈している。検出し

た遺構には前記の SD2002のほか令和 2年度調査で検出された河川跡の延長である SD2001などの計 14

条の溝、掘立柱建物跡 3 棟、土坑 26 基、ピット多数を検出している。本調査区は他の調査区と比して

面積に対する溝の割合が高い傾向にある。これらのうち土坑 SK2003 及び SK2005 はともに直径約 2m、

深さ約 1.5m を測り、両者とも堀方の底面は隅丸方形で、覆土からは土器とともに大量の木製品が出土

しており、様相・形態ともに類似する。SK2005 の底面近くからはほぼ完形の甕 2 点が出土しており、

その他の遺物から両者とも弥生時代終末から古墳時代前期の遺構と考えられる。その他、奈良・平安

時代の溝 SD2004 からは「伴」「三野」墨書須恵器坏などの遺物が出土している。特に前者は坏内面に

墨書する希有な資料である。 

【南新保三枚田遺跡３区】 

南新保Ｃ遺跡 10 区に南接する調査区。中央を西に湾曲しながら南北に流れる大型溝 SD3020 を境界

として、その東側には方形周溝墓や掘立柱建物跡を含む多数の遺構が検出されるが、西側は極端に遺

構密度が低くなる。SD3020 と 2 区 SD2002 との間が微高地状になってその上にこれら遺構が構築され

たと見ることができる。SD3020 は幅 2m 以上、断面は椀型で覆土のうち上層には植物遺体が多く含ま

れ、下層にはヤマトシジミを主体とした貝片を含む層が確認できる。遺物は全層から弥生時代終末か

ら古墳時代前期にかけての土器が出土し、一木梯子や木製容器、机状木製品、鍬、桶などの木製品が

良好な状態で出土している。また、本調査区で確認された方形周溝墓は 4 基あり、周溝が全周するも

のと二隅を掘り残すものの 2 種類が確認できる。 
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【南新保三枚田遺跡４区】 

南新保Ｃ遺跡 11 区に南接する調査区。遺構密度は低く平地式建物跡 1 棟、土坑 22 基、溝 16 条、ピ

ットなどを検出しているが、大部分は近世以降の遺構と見られ、特に調査区西側を北西から南東方向

に延びる近代河川跡を境界としてその西側には遺構・遺物ともにその量は希薄である。検出遺構のう

ち平地式建物跡は不揃いな土坑状の溝が連続する周溝とその内部に松菊里型建物の柱穴配置を持つ特

異な形状を呈しており、出土遺物から弥生時代中期の廃絶と考えられる。土坑は大部分が弥生時代中

期から終末期のものであるが、平面円形・断面箱形の土坑 SK4021 からは鎌倉・室町期の陶器類と木

槌、箸、網代などの木製品が出土している。南新保Ｃ遺跡 11 区で検出された総柱建物跡と併せ、中世

期においても本遺跡周辺では人々の生活が営まれていたことが示される。 

 

 

 

SD3020 出土 机状木製品 SD2004 出土 「伴」墨書土器 
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調査区全景（上が北）

2区　SD2002 2区　SD2003　遺物出土状況

2区　SK2003　遺物出土状況（上層） 2区　SK2003　遺物出土状況（下層）

2区

３区

4区

SD2001

SK2003

SK2005

SD3020

方形周溝墓

平地式建物

SB4001
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2区　SK2005　遺物出土状況（下層）

3区　SD3020　一木梯子出土状況

2区　SK2005　土層断面

3区　SD3024　遺物出土状況

4区　平地式建物跡（SB4001） 4区　SB4001周溝　遺物出土状況

4区　SK4009　遺物出土状況 4区　SK4019
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５.金沢城下町遺跡（尾張町１丁目９番地点） 

（遺跡番号 新発見のためなし） 

 

所 在 地：金沢市尾張町 1 丁目地内 

北緯  36 ﾟ 34′15″ 

東経 136 ﾟ 39′45″ 

調査面積：94 ㎡ 

種 別：城下町 

主な時代：江戸 

担 当：須貝 杏奈 

 

■ 調査の目的 

金沢城下町遺跡（尾張町 1 丁目 9 番地点）は宿泊施設建設に先立ち実施した。調査区は橋場

交差点から西に約 110ｍ、国道 159 号線の南側、東内惣構の西側に位置しており、江戸時代にお

いては街道沿いの町人地の一角であった。 

 発掘調査では南側の調査区をＡ区、北側の調査区をＢ区とした。Ａ区では土坑など 4 基、集

石 2 基、溝 1 基、井戸 1 基、石列 2 基、建物基礎跡 1 基、礎石・柱根 5 基の計 16 基の遺構を検

出した。また、Ｂ区では土坑など 10 基、石列 1 基、礎石 10 基の計 21 基の遺構を検出した。 

 Ａ区は現地表（標高 19.0ｍ付近）から約 0.8ｍまでが現代の整地面で、その下約 0.5ｍに江戸

時代の遺構面が展開し、標高 18.2ｍ～17.7ｍ付近で地山となる。ここからは調査区外へと延び

る東西約 2.5ｍ、南北約 2ｍの方形石組が検出されている。石組の内側には直径 10cm 前後の丸

礫が敷き詰められており、土蔵のような大型建物の基礎跡と考えられる。調査区北東で検出し

た土坑からは、大量の陶磁器や木製品が出土しており、不用品を廃棄したいわゆる「ゴミ穴」と

推測される。北側の井戸の付近からは、一辺約 17cm の角形の柱根を検出しており、柱根の下に

は礎石となる石も検出した。 

 Ｂ区は現地表（19.1ｍ付近）から約 1.1ｍまでが現代の整地面で、その下約 0.9ｍに江戸時

代の遺構面が展開し、標高 17.6ｍ～17.1ｍ付近で地山となる。現地表の下約 1.3ｍ下位では厚

さ 10cm 前後の焼土層が展開し、さらにその 0.1ｍ下から焼土層と炭層が堆積した大型土坑が

検出された。土坑からは表面が被熱した 18 世紀の陶磁器が出土しているため、宝暦の大火（宝

暦 9 年）の片づけ穴と見られる。また、調査区の北側からは礎石とみられる礫を多く検出して

いるが、調査範囲の制約等により建物規模の特定には至らなかった。 

調査区は文化 8 年（1811）の『金沢町絵図』・『金沢町名帳』によると、煎茶商の越中屋、米

中買の伊勢屋、縫物・道具屋の丸屋、きせる細工の井波屋などが立ち並ぶ地帯となる。Ａ区南

側で検出された石列は、敷地境など何らかの区画を形成していたと考えられる。 

本調査により、町屋での空間構成の一端をうかがうことができた。今後の屋内整理の実施

によって遺物の年代が確定し、それに伴って遺構の変遷が判明することで、当時の生活を解

明する一助となることが期待される。 

金沢蓄音機館 

橋場町 

主計町 
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Ａ区全景 Ｂ区全景 

Ａ区 建物基礎跡（北から） Ａ区 石列（東から） 

Ａ区 柱根（東から） Ｂ区 大型土坑（写真右が北） 

Ｂ区 大型土坑土層断面（東から） Ｂ区 礎石（東から） 
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『寛文七年金沢図』（石川県立図書館蔵）における調査地（推定）

調査地（推定）
Ａ区

Ｂ区

金沢城下町遺跡

（尾張町1丁目9番地点）

調査地

金沢城
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Ａ.金沢城下町遺跡（西外惣構跡宮内橋西地点） 

〈遺跡番号 新規発見のためなし〉 

 

所 在 地：金沢市広坂１丁目地内 

北緯  36 ﾟ 33′37″ 

東経 136 ﾟ 39′24″ 

調査面積：5 ㎡ 

種 別：城下町・惣構跡 

主な時代：江戸時代 

担 当：庄田 知充 

 

■ 遺跡の概要 

金沢城下町遺跡（西外惣構跡宮内橋西地点）では、市史跡金沢城惣構跡において堀跡の水路土居側

石積みが経年変化により変形して崩落のおそれが生じたため、宮内橋横西惣構跡修繕工事（文化スポ

ーツ局歴史都市推進課施工）が計画された。当該修繕工事では石積みの解体修理を伴うため、市史跡

への影響範囲を確定し工事範囲や工法を策定することを目的とした発掘調査を実施した。本地点にお

いて水路土居側の石積みは二段築造の副断面となっており下段石積みは高さ約 2ｍ、上段石積みは高

さ約 2.2ｍを測る。 

解体修理に先立ち事前に幅約 1ｍの試掘坑 3 箇所(面積計 5 ㎡)を掘削し、石積みおよび石積み裏込

の構造・規模・形状および遺構の年代を確認した。また、石積みの解体修理にあたっては変形した石

積みの裏込の状態や石積み背面における惣構土居遺構の状態について確認することも目的とした。 

Ａ区は上・下段石積みの間の小段に設けた幅約 1ｍの試掘坑で、断面図位置では下段石積み上端の

石面から上段石積み下端の石面までの小段の幅は約 1.2ｍだった。地表から約 20 ㎝掘り下げたところ

で上段石積みの真下に、現在の下段石積みの背後に埋没した旧下段石積みの上端が検出された。旧下

段石積みと現下段石積みの間隙は表層から約 30 ㎝掘り下げたところでこぶし大の裏込め石により充

填されていた。検出面までの出土品は近代のもので、この区間の現下段石積みは近代以降に構築され

たものと考えられる。背面に埋没していた石積みについての年代は不詳である。 

Ｂ区は上段石積みの上面に設けた試掘坑のうち、東(上流)側のもので、調査区１の北側延長線上に

設定し、石積みの背面に奥行き約 90 ㎝幅で裏込石層を確認した。検出面までの出土遺物は近現代のも

のであった。この区間の石積みには下部はコンクリートを使用しない空積みだが、上部に金沢 21 世紀

美術館建設時に道路拡張した際にコンクリートを使用して練り積みで積み直した範囲がある。 

Ｃ区は上段石積みの上面に設けた試掘坑のうち、西(下流)側のものである。この区間の石積みは下

部が空積みだが上部は石積み背面に型枠コンクートを充てた練り積みになっている。検出面までの遺

物は近代のものであった。 
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Ｄ区 

裏込 

Ｂ区 
Ｃ区 

 

上段石積み 

裏込 

下段石積 

堀跡水路 
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金沢城下町遺跡（西外惣構跡宮内橋西地点）　全体写真 A区（下段石積裏込と背後の埋没石積）

B区（上段石積裏込と近代盛土） C区（上段石積改修部裏込と近代盛土）
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Ｂ.涌波遺跡（辰巳用水中流部管理通路石垣） 

〈遺跡番号 新規発見のためなし〉 

 

所 在 地：金沢市涌波町地内 

北緯  36 ﾟ 53′01″ 

東経 136 ﾟ 68′90″ 

調査面積：25 ㎡ 

種 別：用水 

主な時代：江戸時代 

担 当：庄田 知充 

 

■ 遺跡の概要 

涌波遺跡（辰巳用水中流部管理通路石垣）では、国史跡辰巳用水附土清水塩硝蔵跡範囲内における

辰巳用水管理通路法面に構築された石垣が経年劣化により崩壊して修理が必要な状態となったため、

令和５年度に予定されている石垣の修理に先立ち、発掘調査により石垣の形状や裏込めの状態を明ら

かにし、三次元レーザー測量により現状の石垣の形状を記録保存した。 

調査地は辰巳用水東岩取水口から約 6.6km 下流の辰巳用水中流部にあたり、開渠として流れる用水

の西に隣接して併走する管理通路西側法面に石垣が築かれている。 

西側を石面とする石垣は南北方向にのびて長さ約 7.5m、高さ約 2m を測り、２箇所に突角を設けて

屈曲している。石垣は谷状の旧地形の谷部を閉塞するように築かれており、石垣下端は丘谷地形に沿

って中央部が最も下がり、両端部は上がっている。石垣中央上寄りに、辰巳用水からの導水を流下す

るための円管状のコンクリート管が埋め込まれている。この管への導水は辰巳用水側にステンレス製

の小形の水門を設けて行っている。石垣背面には石面から約 1m の奥行きまでこぶし～人頭大の裏込め

石が詰められている。築石の石材は安山岩質の野石で、石面表面を割り取る調整を一律に行っている。

石垣北端部では旧地形に沿って石垣下端が上がることに伴い、石垣の段数が減じている。石垣南端部

では、同様に石垣下端があがって石垣段数が減じるが、隅石部分おいて凝灰岩製切石を算木積みして

いる。石垣南端の隅石前面の崩落石材の隙間から、寛永通宝１枚が出土した。 

 

 石垣南端部の算木積み隅石 石垣中央部の築石と導水管 

土清水塩硝蔵跡 

辰巳用水 
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Ｃ.荒山城跡【加越国境城跡群及び道】 

（遺跡番号 県：1405 市：284T） 

 

所 在 地：金沢市荒山町・二俣町地内 

北緯  36 ﾟ 56′45″ 

東経 136 ﾟ 78′11″ 

調査面積：77 ㎡ 

種 別：山城跡 

主な時代：安土桃山 

担 当：新出 敬子 

 

■ 調査の目的 

加賀と越中の国境を舞台に繰り広げられた前田利家と佐々成政の争いの痕跡を現在に伝える「加越

国境城跡群及び道 切山城跡 松根城跡 小原越」は、平成 27 年 10 月に国史跡に指定された。この

史跡は、城と道を一体的に価値付けして指定された日本で最初の事例であり、極めて貴重な歴史資産

であると評価されている。 

加賀国と越中国を結ぶ国境の街道にはいくつもの山城が築造されていた。その歴史的背景は、織田

信長亡き後の天下統一へ向け、天正 12 年（1584）、羽柴秀吉と敵対した織田信雄・徳川家康連合軍

が尾張の小牧・長久手で争ったことによる。前年の賤ヶ岳合戦の後、秀吉に降伏することで越中に留

まった佐々成政は、これを機に反秀吉へと方針転換し、秀吉方の前田利家と敵対した。加越国境城跡

群は、この時期に築造もしくは改修された城跡群と考えられる。 

加越国境には、前田方と佐々方が街道を介して対峙した状態を示す遺構として以下のものがある。 

①切山城跡及び松根城跡とこれを繋ぐ小原越 （平成 27 年史跡指定） 

②朝日山城跡及び一乗寺城跡とこれを繋ぐ田近越 

③高峠城跡及び荒山城跡とこれを繋ぐ二俣越 

金沢市では、このうち②③について史跡の追加指定を目指した各種調査を行っており、令和 3 年度

の高峠城跡に引き続き、令和 4 年度は荒山城跡の発掘調査を実施した。 

■ 位置と環境 

石川・富山県間には、白山から大門山、医王山などを経て能登半島へと続く山地が連なり、この稜

線が石川県と富山県の県境、即ち加越国境となっている。このうち医王山から宝達山までの約 20 ㎞は

砺波山丘陵と呼ばれる標高 100～300ｍ程度の山並みが形成されており、金沢市と小矢部市の境もこの

中に含まれる。 

ここに加賀側の北陸道から分岐して小原越、田近越、二俣越などの脇街道が越中（富山県）側へ延

び、沿道に加越国境城跡群が立地している。具体的には、田近越沿いの朝日山城跡、一乗寺城跡、二

俣越沿いの高峠城跡、荒山城跡、また能登には越中につながる荒山越沿いの能登荒山城跡及び勝山城

跡、加賀・能登国境の末森城跡があり、北陸道にも多くの城跡が所在している。 

■「加越国境城跡群及び道」の歴史 

織田信長亡き後の天下統一へ向け、天正 12 年（1584）、羽柴秀吉と敵対した織田信雄・徳川家康連

合軍が尾張の小牧・長久手で争った。前年の賤ヶ岳合戦の後、秀吉に降伏することで越中に留まった

佐々成政は、これを機に反秀吉へと方針転換し、加賀・能登を治める秀吉方の前田利家と敵対した。 

二俣町 
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小牧・長久手の合戦に関し、3 月 7 日付の織田信張（信雄家臣）の書状では、成政が信雄方へ内通

したことが喧伝されている。「奥村伝書」によると、前田方は佐々内蔵助（成政）の寝返りに対して、

松根に「取出」（城）を構えたが、9 月 8 日付の秀吉から利家宛ての返報では利家が内蔵助に「山」（城）

を取られており、加越国境における戦略地点の攻防を物語っている。 

松根城は小原越の最高峰に位置したことから、当初前田方が押さえたが佐々方に奪われ、前田方は

それに対抗するために約 4 ㎞加賀側へ下った場所に切山城を築造したと推察される。「亜相公御夜話」

によると、田近越でも佐々方と戦闘が行われ、前田方は国境から加賀側へ約 3.5 ㎞入った所に朝日山

城（金沢市）を築城している。 

成政は 8 月に朝日山城を攻撃した後、9 月には奥村永福が守る末森城（宝達志水町）を攻めるが、

いずれも失敗する。天正 13 年になると、両者が国境付近への侵入を繰り返す中、しだいに前田勢が優

勢になり、秀吉遠征軍の登場によって成政は降伏した。この後、越中の西半分が利家の長男利長に与

えられたことで、加越国境付近の緊張状態は解消され、城郭群は不要になったと考えられる。 

加越国境城跡群は、この天正 12・13 年に築造もしくは改修された城跡群と考えられる。 

■ 荒山城跡の概要と発掘調査 

荒山城跡は、金沢市荒山町・二俣町地内、標高 269ｍの尾根頂部を中心に造成された山城である。

近世の文献史料には枇杷落城や城山などの別称や、佐々成政や佐久間盛政の守城であったとの記載が

見える。城跡は尾根頂部を中心に概ね南北 290ｍ・東西 440ｍの範囲に造成されており、主郭、曲輪、

堀切、虎口、櫓台、切岸で構成される平坦地と堀切が確認できる。このうち主郭は南北約 20ｍ、東西

約 30ｍの規模がある。虎口は内枡形虎口と

外枡形虎口を配する。城の西側で二俣越を掌

握し、加賀側に大規模な堀切を配置し、主郭

に至る計画的なルートとなっている。 

令和 4 年度の発掘調査は 9 月 7 日から 10

月 28 日まで、主郭、城西端の大堀切、曲輪、

二重堀、主郭近くの土橋付近などにトレンチ

を 6 箇所設定し調査を行った。盛土の状況や

堀の規模などを確認したが、遺物は出土しな

かった。主郭近くの土橋東側のトレンチでは

直径 20 ㎝程度の小穴 2 基が 0.8m 間隔で確

認されたが、これ以外の遺構は検出されなか

ったため、この小穴の性格は現段階では不明

と言わざるを得ない。本年度の調査成果を踏

まえ、翌 5 年度も引き続き発掘調査を行う予

定である。 

 

 

 

 

 

 

城跡西端の大堀切 

堀底は現地表面から 1.0m下で検出 
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土橋東側トレンチ 

盛土及び柱穴を検出 

主郭トレンチ 

二重堀トレンチ 

堀底は現地表面から 1.0m

下で検出 
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Ｄ.涌波遺跡（土清水塩硝蔵跡） 

〈遺跡番号 新発見のためなし〉 

 

所 在 地：金沢市涌波町地内 

北緯  36 ﾟ 31′51″ 

東経 136 ﾟ 41′26″ 

調査面積：80 ㎡ 

種 別：黒色火薬製造施設 

主な時代：江戸時代 

担 当：須貝 杏奈 

 

■ 遺跡の概要 

史跡整備に係る発掘調査として、令和３年度の第５次調査に引き続き、搗蔵跡の調査を行っ

た。搗蔵は黒色火薬の原材料を搗いて粉末状に加工する施設であると考えられており、「土清水

製薬所絵図」には南北 30 間×東西 5 間の建物として記載されている。 

第５次調査では、水路跡や石敷遺構、礎石状石材が検出されており、その位置関係から搗蔵内

に水車が設置されていたことが推測されている。 

今年度の発掘調査の結果、第５次調査で発見された南北方向の水路跡の延長を検出した。 

検出できたのは調査区の北側のみで、南側は削平によって途切れていた。石列と石列の間の

幅は約 0.7ｍで、20～30cm の石材を平行に並べているのを確認した。 

水路の西側からは、長軸約 0.9ｍ、短軸約 0.7ｍの石敷の遺構を検出した。上面の高さをそろ

える処理を施してあり、第５次調査で検出した石敷遺構と類似する。位置も水路に近いため、軸

受けなどの水車の基礎構造の可能性が考えられる。 

調査区の北側中央付近からは、円形石敷遺構が検出された。長軸 1.4ｍ、短軸約 1.2ｍの楕円

形の石敷の中に、直径約 0.7ｍの穴があく。搗臼を設置する土台などの水車設備の可能性が考え

られる。 

調査区の南端からは、第５次調査で見つかった搗蔵西端部分の延長を確認した。幅約 0.4ｍ、

深さ約 5cm の南北に延びる浅い溝で、南側の溝が途切れる部分が搗蔵の南端を示すと考えられ

る。 

今回の調査では、水車との関連が指摘できる遺構が確認できた。しかし水車の規模などの具

体像の把握には未だ至っていないため、今後は過去の調査成果と照らし合わせて位置や構造な

どを検討していく必要がある。 

 

涌波町 

大桑町簡易グラウンド 
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調査区 全景（北西から） 調査区 全景（北東から）

水路跡（北から） 石敷遺構（北から）

円形石敷遺構（北から） 集石遺構（南から）

搗蔵西端溝（北から） 集石遺構群（西から）
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２．埋蔵文化財分布調査事業 

（１）令和４年度埋蔵文化財分布調査の概要 

金沢市では、公共事業に関する土木工事や建設工事等および民間の開発行為や農地転用の際に、金沢

市遺跡地図に基づき図面調査及び現地での踏査・試掘調査を実施し、開発事業着手前に埋蔵文化財の有

無を確認している。 

令和４年度は金沢市施工の公共事業 16 件、民間の開発事業・農地転用等 119 件について、埋蔵文化

財の有無を調査した。以下はその一覧である。 

なお、平成 23 年度より、開発事業に伴う試掘確認調査については国庫及び県費補助事業にて実施し

ており、令和４年度の事業費は 4,288 千円であった。 

このほか、周知の埋蔵文化財包蔵地内における工事に伴うもので、文化財保護法第 93 条（民間業者や

個人）及び第 94 条（工事主体が金沢市）に基づく慎重工事及び工事立会での対応となったものは 23件、

発掘調査での対応となったものは７件で、別表のとおりであった。 

 

 

公共事業に係る埋蔵文化財調査一覧 

ID 場　　　所 事　　業　　名 担 当 課 回答日 面　積 調査方法 有無
対　応

（遺跡名）

1 出雲町イ地内
都市計画街路事業　北安
江出雲線

道路建設課 7月7日 84,000.㎡ 試掘 無 支障なし

2 西念４丁目７－１（中央卸売市場
内）

中央卸売市場再整備
中央卸売市
場事務局

7月13日 91,000.㎡ 試掘 有
協議中

（西念クボ遺跡・二口六丁A遺跡）

3 小将町１－１５（小将町中学校内） プール建設 教育総務課 8月16日 537.74㎡ 試掘 有
発掘調査

（金沢城下町遺跡）

4 小立野５丁目１１－１（金沢美術工
芸大学内）

金沢美術工芸大学キャン
パス解体

金沢美術工
芸大学建設
事務局

8月19日 44,000.㎡ 試掘 有
発掘調査・再試掘
（経王寺遺跡）

5 大浦町ル６６－１　外５筆 都市基盤河川　大宮川改修 内水整備課 10月12日 4,400.㎡ 試掘 無 支障なし

6 大桑町カ３５５ 市有地売り払い整備 総務課 10月26日 180.97㎡ 試掘 無 支障なし

7 末町132－３・１３２－４ 市有地売り払い整備 総務課 10月26日 491.2㎡ 試掘 無 支障なし

8 末町１３字５２－５８、１４字５－２９ 市有地売り払い整備 総務課 10月26日 303.2㎡ 試掘 無 支障なし

9 平和町2丁目８－７ 平和町児童館建設 子育て支援課 11月15日 434.34㎡ 試掘 無 支障なし

10 尾張町2丁目、袋町地内 ふくろう通り電線共同溝整
備工事

道路建設課 12月7日 300.㎡ 試掘 有
立会調査

（金沢城下町遺跡）

11 塚崎町ハ８５　他（森本こどもグラ
ウンド内）

市立保育所再整備 保育幼稚園課 12月21日 2,000.㎡ 試掘 無
支障なし

（南森本塚崎遺跡）

12 神谷内町ハ２１－３・２２－７・１６－
１０・１－４

市有地売り払い整備 総務課 1月10日 430.48㎡ 試掘 無 支障なし

13 みどり１丁目１８０ 緑住宅建設工事第５期 総務課 1月13日 3,000.㎡ 試掘 無
支障なし

（上安原緑団地遺跡）

14 泉野町４丁目５５（いずみ野第一児童
公園内）

四阿新築・遊具新設更新・舗装 緑と花の課 2月3日 900.㎡ 試掘 無 支障なし

15 米泉６丁目５－４・６・７－１　他 泉野々市線道路築造 道路建設課 3月22日
15,690㎡の
一部

試掘 無 支障なし

16 押野１丁目１７－６・１９－７・２０
他

泉野々市線道路築造 道路建設課 3月29日
15,690㎡の
一部

試掘 無 支障なし
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民間の開発行為に係る埋蔵文化財確認調査一覧

ID 場　　所 行 為 の 内 容 申請日 回答日 面　積 調査方法 結果 対　応

1 北安江１丁目１３０６～１３１０・１３２
１・１３２２・１４２４・１４２５

共同住宅建設 4月1日 4月6日 2,593.51㎡ 試掘 無 支障なし

2 窪１丁目５４－１ 住宅建設 4月4日 4月8日 329.9㎡ 試掘 無
支障なし
（高尾城跡）

3 窪１丁目５４－２ 住宅建設 4月4日 4月8日 329.94㎡ 試掘 無
支障なし
（高尾城跡）

4 瓢箪町８３０－８ 住宅建設 4月2日 4月8日 160.7㎡ 試掘 有
工事立会

（金沢城下町遺跡）

5 元菊町２１９・２２０－３ 共同住宅建設 4月6日 4月14日 753.83㎡ 試掘 無
支障なし

（元菊町遺跡）

6 黒田２丁目２４０－５ 住宅建設 4月11日 4月14日 179.㎡ 試掘 無
支障なし

（黒田町遺跡）

7 神谷内町ニ１１１～１２０　他２筆 店舗建設 4月11日 4月27日 9,693.56㎡ 試掘 無 支障なし

8 小将町９７－１ 住宅建設 4月28日 5月12日 125.36㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

9 彦三町１丁目５９５・５９６ 宅地造成 5月10日 5月16日 83.36㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

10 北塚町東７２ 駐車場建設 5月10日 5月16日 481.㎡ 試掘 無
支障なし

（北塚B遺跡）

11 武蔵町５２２・５２３ 住宅建設 3月7日 5月24日 116.01㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

12 若宮２丁目２６０ 共同住宅建設 5月13日 5月24日 560.㎡ 試掘 無
支障なし
（若宮遺跡）

13 涌波１丁目１１８ 宅地造成 5月13日 5月25日 529.㎡ 試掘 無
支障なし
（涌波遺跡）

14 八日市５丁目４２６ 宅地・駐車場造成 5月17日 5月26日 554.㎡ 試掘 無
支障なし

（八日市サカイマツ遺跡）

15 近岡町７７４－１ 倉庫建設 5月13日 5月26日 685.79㎡ 試掘 有
未定

（近岡遺跡）

16 花里町８７ 住宅建設 5月20日 6月1日 284.89㎡ 試掘 無
支障なし

（大桑橋遺跡）

17 金石西１丁目２－１０ 事務所建設 5月23日 6月1日 2,804.24㎡ 試掘 無 支障なし

18 水淵町ロ１６付近 森林作業道開設 6月3日 6月3日 20,000.㎡ 踏査 無
支障なし
（水淵城跡）

19 西市瀬町ソ４７付近 森林作業道開設 6月3日 6月3日 30,000.㎡ 踏査 無
支障なし
（鷹巣城跡）

20 笠舞１丁目３３９ 不動産調査 5月30日 6月7日 164.56㎡ 試掘 有
未定

（笠舞A遺跡）

21 大浦町ハ５７・北寺町ホ８２－１・東蚊
爪町ロ９１　他

事業地拡張 5月23日 6月10日 14,357.3㎡ 試掘 無 支障なし

22 涌波１丁目１４３－１ 住宅建設 6月6日 6月13日 214.7㎡ 試掘 無
支障なし
（涌波遺跡）

23 尾張町１丁目９－１４ ホテル建設 6月1日 6月13日 199.33㎡ 試掘 有
発掘調査

（金沢城下町遺跡）

24 泉本町４丁目２７－１・２８－１・３６・３７ 寄宿舎建設 6月9日 6月14日 1,326.22㎡ 試掘 無 支障なし

25 西金沢４丁目５５３～５６０ 事務所新築 6月3日 6月14日 2,220.35㎡ 試掘 無 支障なし

26 米泉町４丁目１－３７・１－３８・２６－３ 宅地分譲 6月10日 6月17日 2,683.97㎡ 試掘 無 支障なし

27 桜町２１８～２２１・２２２－２
幼保連携型認定こども園

建替え
6月7日 6月17日 1,095.79㎡ 試掘 無 支障なし

28 瓢箪町９２－２ 駐車場改装 6月8日 6月24日 73.63㎡ 試掘 無
支障なし

（有松D遺跡）

29 菅池町ヘ２７－１付近・ト３０－１付近 森林作業道開設 6月3日 6月28日 70,000.㎡ 試掘 無
支障なし

（菅池A遺跡・菅池B遺跡）

30 広岡２丁目９０４・９０５ 住宅建設 6月15日 7月4日 1,264.81㎡ 試掘 無 支障なし

31 百坂町ロ４５－２０・４６－９ 住宅建設 6月29日 7月4日 172.11㎡ 試掘 無
支障なし

（百坂C遺跡）

32
久安６丁目１９４・１９５・１９６－１・
１９６－３・２３０－１・２３１・２３２・金沢市所
管の法定外公共物の一部

宅地造成 6月30日 7月11日 2,492.11㎡ 試掘 無 支障なし

33 四十万町北カ１２３ 住宅建設 7月1日 7月11日 232.　㎡ 試掘 無
支障なし

（四十万B遺跡）

ID 場　　所 行 為 の 内 容 申請日 回答日 面　積 調査方法 結果 対　応

34 高尾町子９－１・１０－１・１３－１・１３－
２・１４

店舗建設 7月5日 7月12日 266.　㎡ 試掘 無
支障なし

（高尾C遺跡）

35 黒田１丁目５２－２ 住宅建設 7月11日 7月14日 196.43　㎡ 試掘 無
支障なし

（黒田B遺跡）

36 今町ホ１４－２・ヘ１１１－３ 住宅建設 7月11日 7月20日 330.　㎡ 試掘 無
支障なし

（今町御所野遺跡付近）

37 有松４丁目２－１ 店舗建設 7月22日 7月29日 1,977.17　㎡ 試掘 無
支障なし

（有松D遺跡）

38 古府町南６２６ 住宅建替 5月12日 8月2日 253.　㎡ 試掘 無
支障なし
（古府遺跡）

39 瓢箪町８５４ 共同住宅建設 7月19日 8月2日 232.21　㎡ 試掘 有
工事立会

（金沢城下町遺跡）

40 彦三町１丁目５４ 店舗建設 7月29日 8月3日 76.03　㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

41 小坂町西１２３・１２５ 店舗建設 7月28日 8月3日 1,151.　㎡ 試掘 無 支障なし

42 上安原町５８４－１　他７筆 宅地造成 7月19日 8月4日 3,093.66　㎡ 試掘 無 支障なし

43 高畠２丁目１５８－４ 土地調査 7月19日 8月5日 168.55　㎡ 試掘 無
支障なし
（高畠遺跡）

44 二宮町４０４・４０９ 住宅建設 7月20日 8月5日 115.28　㎡ 試掘 無
支障なし

（二口六丁A遺跡）

45 彦三町１丁目４６３ 住宅建設 6月21日 8月9日 234.54　㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

46 窪４丁目８２－１・８３～８５ 住宅建設 7月29日 8月9日 1,383.09　㎡ 試掘 無 支障なし

47 涌波一丁目２５０～２５２ 住宅建設 8月5日 8月9日 776.　㎡ 試掘 無 支障なし

48 四十万３丁目４３３－２・５４４－２ 住宅建設 7月26日 8月23日 131.1　㎡ 試掘 有
未定

（三十刈遺跡）

49 兼六元町５６－１・７８ 有料老人ホーム建設 8月8日 8月23日 2,185.31　㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

50 泉が丘１丁目３０・３１－３・３２－２ 共同住宅建設 8月17日 8月23日 1,171.　㎡ 試掘 無 支障なし

51 金沢市みどり１丁目１００ 住宅建設 8月22日 8月23日 136.94　㎡ 試掘 無
支障なし

（上安原緑団地遺跡）

52 大浦町ハ６０－１・６１－１他
隣地開発による一時転

用
5月23日 8月29日

11,553㎡の
一部

試掘 無 支障なし（21と関連）

53 松村７丁目７８－１ 住宅建設 8月22日 8月30日 171.07　㎡ 試掘 無
支障なし

（松村A遺跡）

54 額谷町ワ２９－１ 住宅建設 8月22日 9月5日 473.45　㎡ 試掘 無
支障なし
（額谷遺跡）

55 兼六元町５５５・５５６ 住宅建設 8月25日 9月5日 131.66　㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

56 主計町３－２ 駐車場整備 8月24日 9月14日 494.09　㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

57 入江２丁目１０６～１０９・１２３ 住宅建設 9月2日 9月16日 1,045.　㎡ 試掘 無 支障なし

58 神野２丁目１２・１６ 宅地造成 6月14日 9月22日 914.　㎡ 試掘 無
支障なし
（神野遺跡）

59 御供田町ロ８６－１　外５筆 住宅建設 9月20日 9月22日 2,285.　㎡ 試掘 無 支障なし

60 玉鉾２丁目３７５－１ 事務所・倉庫建設 7月13日 9月26日 2,612.5　㎡ 試掘 無 支障なし

61 尾山町２７０ 住宅建設 8月22日 9月26日 387.46　㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

62 涌波１丁目２９３　他８筆 店舗建設 8月30日 9月28日 2,437.35　㎡ 試掘 無 支障なし

63 みどり１丁目１９５ 郵便ポスト更改 9月13日 9月28日 1.　㎡ 立会 無
支障なし

（上安原緑団地遺跡）

64 小坂町北２２４・２２３－２ 宅地造成 9月16日 9月29日 345.73　㎡ 試掘 有
未定

（小坂北遺跡）

65 高尾町ル５ 宅地造成 9月7日 10月3日 279.2　㎡ 試掘 無
支障なし
（高尾遺跡）

66 高畠２丁目１３６－2 住宅建設 9月26日 10月3日 137.76　㎡ 試掘 有
工事立会
（高畠遺跡）

67 岩出町ロ１７～ロ１９・ロ２０－１・ロ２１・
ロ２２・ロ２６・ロ２７－１

農産加工場建設 9月28日 10月5日 3,662㎡の一部 試掘 有
未定

（岩出うつぼ遺跡）
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ID 場　　所 行 為 の 内 容 申請日 回答日 面　積 調査方法 結果 対　応

68 近岡町３０８～３１３ 事務所建設 9月30日 10月11日 3,958.37　㎡ 試掘 無 支障なし

69 古府町南５２８ 住宅建設 9月7日 10月13日 191.59　㎡ 試掘 無
支障なし
（古府遺跡）

70 七曲町ハ１３２－１・ハ１３３－２・前１４・
前１５・前９１・川５０

簡易宿所建設 10月5日 10月13日 1,080.4　㎡ 試掘 無 支障なし

71 寺地２丁目１８ 住宅建設 10月12日 10月19日 373.　㎡ 試掘 無
支障なし

（有松C遺跡）

72 兼六元町５６－１・７８ 有料老人ホーム建設 8月8日 10月20日 2,185.31　㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

73 香林坊２丁目２９８ 売買 10月25日 10月27日 323.5　㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

74 諸江町３７０６～３７０９・３７１６～３７１８ 共同住宅新築工事 10月24日 10月28日 2,340.6　㎡ 試掘 無 支障なし

75 みどり３丁目６・７－１・７－２・８－２ 不動産活用考査 10月28日 11月9日 1,454.94　㎡ 試掘 無
支障なし

（緑団地下水処理場遺跡）

76 黒田２丁目３７３－１　他６筆 倉庫荷捌場建設 11月7日 11月10日
(3436.27㎡の
一部)

試掘 無
支障なし

（黒田町遺跡）

77 高畠２丁目１５８－２ 住宅建設 11月7日 11月10日 231.4　㎡ 試掘 無
支障なし
（高畠遺跡）

78 金石本町ロ５３・４９－１・４９－５ 幼稚園建設 11月7日 11月14日 354.6　㎡ 試掘 無
支障なし

（寺中御台場遺跡）

79 高岡町２６２・２６３ 住宅建設 11月7日 11月14日 112.78　㎡ 試掘 有
未定

（金沢城下町遺跡）

80 香林坊２丁目１０－１ 宅地造成 10月31日 11月15日 370.　㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

81
野田町チ１１５・チ１１６・チ１２８・チ２０
１・チ２０２・チ２０６・チ１２９－１・チ１３０
－１

店舗建設 11月14日 11月24日 2,748.17　㎡ 試掘 有 支障なし

82 東長江町を１０－１・を１１・を１２－１・
を１３－１

農地転用 11月18日 11月24日 1,414.　㎡ 試掘 無 支障なし

83 岩出町ロ１７、１８、１９、２０－１、２１、２
２、２６、２７－１

農産加工場建設 11月21日 11月25日 3,662㎡の一部 試掘 有
工事立会

（岩出うつぼ遺跡）
67と関連

84 八日市３丁目４１０・４１１・４１８・４１９ 売買 11月22日 11月25日 1,384.　㎡ 試掘 有
未定

（八日市B遺跡）

85 寺中町へ２７－２ 住宅建設 11月24日 11月28日 290.92　㎡ 試掘 無 支障なし

86 近岡町２９４－２・３２６－１０・１１６１－
２、・３０１－１

店舗建設 11月8日 12月1日 9,351.33　㎡ 試掘 無 支障なし

87 本多町２丁目５－１・６ 学生寮建設 11月25日 12月7日 1,865.36　㎡ 試掘 無 支障なし

88 窪４丁目５１１ 宅地造成 11月25日 12月8日 1,582.87　㎡ 試掘 無 支障なし

89 笠舞１丁目１７８－３ 住宅建設 12月1日 12月8日 208.46　㎡ 試掘 無
支障なし

（笠舞A遺跡）

南新保町ト１３９・１４０・１４７ 無
支障なし

（南新保三枚田遺跡）

南新保町チ２４－１・２５－１・３４－１・５
２－１

一部
有

発掘調査
（南新保Ｃ遺跡）

南新保町へ３８－１・４８、南新保町チ
１１２～１１５

一部
有

発掘調査
（南新保Ｄ遺跡）

南新保町リ６８・６９ 有
発掘調査

（南新保ゴマジマチ遺跡）

91 浅野本町ホ６６・６７－１・６８～７０ 工事作業用地 12月1日 12月12日 1,654.　㎡ 試掘 無 支障なし

92 弥生３丁目２２ 宅地造成 12月5日 12月12日 16,932.　㎡ 試掘 無 支障なし

93 山科町ワ７７－１
携帯電話無線基地局コ
ンクリート柱建柱

12月8日 12月16日 2.25　㎡ 試掘 無
支障なし

（山科草山遺跡）

94 西念三丁目２１２０ 住宅建設 12月12日 12月16日 115.52　㎡ 試掘 無
支障なし

（西念東遺跡）

95 北安江３丁目１－３８ 売買 11月30日 12月26日 3,278.　㎡ 試掘 無
支障なし

（北安江遺跡）

96 八日市５丁目３０９・３１４ 宅地造成 12月13日 1月10日 519.　㎡ 試掘 無 支障なし

97 福久町ヲ９０－１ 診療所建設 1月11日 1月17日 1,087.42㎡ 試掘 無 支障なし

98 福久町ヲ９０－３ 薬局建設 1月11日 1月17日 505.38㎡ 試掘 無 支障なし

試掘12月9日90 土地区画整理 12月9日 10,552.　㎡

ID 場　　所 行 為 の 内 容 申請日 回答日 面　積 調査方法 結果 対　応

99 松村６丁目１６５－１ 住宅建設 1月20日 1月31日 304.99㎡ 試掘 無
支障なし

（松村西の城遺跡）

100 尾張町２丁目９－２３ カーポート設置 12月26日 2月1日 27.49㎡ 立会 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

101 芳斉１丁目１３ 不動産売買 1月13日 2月3日 143.73　㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

102 笠舞１丁目７５ 住宅建設 1月23日 2月3日 145.28　㎡ 試掘 無
支障なし

（笠舞A遺跡）

103 高畠１丁目３００・３０１ 農地転用 1月31日 2月7日 479.　㎡ 試掘 無 支障なし

104 米泉４丁目１３３－１ 宅地造成・住宅建設 2月3日 2月7日 4,720.24　㎡ 試掘 無 支障なし

105 押野２丁目２３１－５ 住宅建設 1月30日 2月8日 144.35　㎡ 試掘 無
支障なし

（押野西遺跡）

106 笠舞２丁目３４４－１ 住宅建設 2月1日 2月8日 136.35　㎡ 試掘 無
支障なし

（笠舞Ｂ遺跡）

107 横川２丁目８２ 宅地造成 2月2日 2月8日 299.46　㎡ 試掘 無
支障なし

（高橋セボネ遺跡）

108 泉２丁目２１８－１・２１９－１・４００～４０
５・４０６－１

店舗建設 1月25日 2月9日 1,223.25　㎡ 試掘 無 支障なし

109 大野町４丁目ソ１０－５ 事務所建設 2月3日 2月9日 4,999.61　㎡ 試掘 無 支障なし

110 高尾南３丁目７０ 事務所建設 2月13日 2月17日 1,043.　㎡ 試掘 無 支障なし

111 高畠２丁目１６２－２ 住宅建設 2月17日 2月22日 98.43　㎡ 試掘 無
支障なし
（高畠遺跡）

112 四十万３丁目４３３－１ 住宅建設 2月21日 2月24日 130.96　㎡ 試掘 有
未定

（三十刈遺跡）

113 兼六元町１４８ 事務所建築 2月8日 3月2日 79.88　㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

114 八田町東３１４０・３１４１ 資材置き場 2月10日 3月3日 2,331.　㎡ 試掘 無 支障なし

115 四十万５丁目１０４～１０９ 店舗建設 2月28日 3月3日 1,465.　㎡ 試掘 無 支障なし

116 みどり１丁目７７ 不動産売買 3月14日 3月17日 204.01　㎡ 試掘 無
支障なし

（上安原緑団地遺跡）

117 橋場町４５－１・４５－２ 住宅建設 3月15日 3月17日 130.38　㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡）

118 元菊町５８ 不動産売買 2月22日 3月20日 169.67㎡ 試掘 無
支障なし

（元菊町遺跡）

119 芳斉１丁目１４ 不動産売買 2月22日 3月20日 57.92㎡ 試掘 無
支障なし

（金沢城下町遺跡（長氏屋敷跡
地区））
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（別表）土木工事のための埋蔵文化財発掘届・発掘通知一覧

ID 届・通知の別 場　　所 行 為 の 内 容 届出日
取　扱
通知日

面　積 遺跡名 対　応

1 93条（届） 尾張町１丁目６５ ホテル建設 4月11日 4月11日 191.42　㎡ 金沢城下町遺跡（尾張町１丁目９番地点） 発掘調査

2 93条（届） 瓢箪町８３０－８ 個人住宅建設 4月14日 4月14日 160.7　㎡ 金沢城下町遺跡（瓢箪町22番地点） 工事立会

3 94条（通知） 西念４丁目６４０　外４６筆
卸売市場の倉庫
の増築

4月28日 4月28日 64.　㎡ 西念クボ遺跡 慎重工事

4 93条（届） 北町乙４９・５０ 共同住宅建設 4月28日 4月28日 1,565.5　㎡ 北町遺跡 工事立会

5 93条（届） 磯部町チ２８－１ 個人住宅建設 4月28日 4月28日 499.41　㎡ 磯部運動公園遺跡 工事立会

6 94条（通知） 広坂１丁目３ 遺跡整備 5月24日 5月24日 30.　㎡ 金沢城下町遺跡（西外惣構跡宮内橋西地点） 発掘調査

7 93条（届） 尾山町３３８ 擁壁築造 5月24日 5月24日 2,188.　㎡ 金沢城跡 工事立会

8 94条（通知） 主計町３２０ 防火水槽埋設 5月30日 5月30日 70.　㎡ 金沢城下町遺跡（主計町３番地点） 発掘調査

9 93条（届） 中屋南４７・４８ 個人住宅建設 5月30日 5月30日 208.4　㎡ 中屋東遺跡 工事立会

10 93条（届） 寺地１丁目６１ 個人住宅建設 6月1日 6月1日 18.12　㎡ 寺地Ｂ遺跡 工事立会

11 93条（届） 矢木２丁目６８－５ 個人住宅建設 6月13日 6月13日 175.1　㎡ 矢木ヒガシウラ遺跡 工事立会

12 94条（通知） 磯部町イ４２～４５　外１８筆 調整池整備 6月16日 6月16日 12,640.　㎡ 沖町遺跡 慎重工事

13 93条（届） 直江南２丁目４３－１ 個人住宅建設 6月23日 6月23日 176.54　㎡ 直江北遺跡 工事立会

14 93条（届）
南新保町チ４、３９－１、４０
外４筆

区画整理 7月12日 7月12日 5,744.　㎡ 南新保Ｃ遺跡 発掘調査

15 93条（届）
南新保町チ１、２、３－１　外
８筆

区画整理 7月12日 7月12日 7,464.　㎡ 南新保三枚田遺跡 発掘調査

16 93条（届）
南新保町ホ４５～４９、ト２３
－１、チ１１２　外５筆

区画整理 7月12日 7月12日 8,151.　㎡ 南新保D遺跡 発掘調査

17 93条（届） 南森本町イ１－３ 個人住宅建設 7月12日 7月12日 231.07　㎡ 亀田大隅岳信館跡 工事立会

18 93条（届） 大友３丁目３２～３７ 共同住宅建設 7月19日 7月19日 713.81　㎡ 大友D遺跡 工事立会

19 94条（通知） 高尾町ウ２０－１　外３４筆 育林工事 7月22日 7月22日 2,568.　㎡ 高尾城跡 発掘調査

20 93条（届） 戸板５丁目１４５～１５０ 医院建築 8月6日 8月6日 1,302.38　㎡ 出雲じいさまだ遺跡 工事立会

21 93条（届） 戸板１丁目１３４－３・４ 個人住宅建設 8月8日 8月8日 328.41　㎡ 薬師堂遺跡 工事立会

22 93条（届） 戸板５丁目２５－２ 共同住宅建設 8月19日 8月19日 150.01　㎡ 桜田示野中遺跡 工事立会

23 93条（届） 大友３丁目２８、２９ 個人住宅建設 8月29日 8月29日 447.4　㎡ 大友D遺跡 工事立会

24 93条（届） 南森本町ル１５９－１１ 駐車場新設 9月2日 9月2日 24.85　㎡ 南森本ホリハタ遺跡 工事立会

25 93条（届） 木曳野２丁目２９ 個人住宅建設 9月9日 9月9日 215.16　㎡ 畝田寺中遺跡 工事立会

26 93条（届） 瓢箪町８５４ 分譲住宅建設 9月22日 9月22日 234.08　㎡ 金沢城下町遺跡（瓢箪町23番地点） 工事立会

27 93条（届） 戸板５丁目２５－３ 個人住宅建設 10月5日 10月5日 192.24　㎡ 桜田示野中遺跡 工事立会

28 93条（届） 三社町１２６－２、１２８ 個人住宅建設 10月26日 10月26日 107.89　㎡ 三社町遺跡 工事立会

29 93条（届） 近岡町１０４－１、１１５８ 分譲住宅建設 11月7日 11月7日 633.56　㎡ 大友E遺跡 工事立会

30 93条（届） 戸板５丁目１４４ 個人住宅建設 2月15日 2月15日 337.38　㎡ 桜田示野中遺跡 工事立会
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３．教育・普及・啓発活動事業 

（１）金沢縄文ワールド 

① 概要 

  金沢市では、重要文化財「中屋サワ遺跡出土品」を初めとする縄文時

代晩期の貴重な資料を適切に保管するとともに広く一般に展示・公開する

施設として、平成 27 年度に金沢市埋蔵文化財センター内に「金沢縄文ワ

ールド」を設置した。館内には常設展示コーナーと企画展示コーナーを設

け、重要文化財「中屋サワ遺跡出土品」を主体に様々な視点から金沢市内

の縄文時代を紹介する展示を行っているほか、勾玉作りを初めとする各種

古代体験に挑戦できる縄文体験コーナーを併設している。また、重要文化

財指定物件を保管する特別収蔵庫を併設し、貴重な考古資料の保存継承を

図っている。 

 

  所 在 地   石川県金沢市上安原南 60 番地 金沢市埋蔵文化財センター内 

  開館時間   9 時 30 分から 17 時 00 分まで（入館は 16 時 30 分まで） 

  休 館 日   月曜日、年末年始（12/29～1/3）※月曜日が祝日の場合は開館し、その次の平日に休館 

  入 館 料   無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 常設展示 

 金沢縄文ワールドでは、貴重な考古資料を適切に保存管理しつつ、その魅力を広く公開するという

基本理念のもと、以下のコンセプトによる展示を行っている。 

１．中屋サワ遺跡やチカモリ遺跡の出土品の特色及び独自性を演出する展示 

２．若年層から高齢者まで、幅広いニーズに対応できる演出 

３．「触れて、楽しみ、学ぶ」ことができる体験型展示手法の採用 

４．各種分析や実験考古学など最新の研究成果を反映した展示 

 常設展示では「巨木の文化」「漆と装飾」の２大テーマに基づいた展示・解説を行っているほか、

金沢市内の縄文遺跡や発掘調査の流れなどが検索できる「縄文の考古楽」コーナー、ゲームを通して

縄文時代の石斧や弓の使い方を体験できる「実験考古学」コーナーを併設した。 

■巨木の文化 

年度 入館者数

Ｈ２７ 1,111人

Ｈ２８ 3,102人

Ｈ２９ 3,209人

Ｈ３０ 3,803人

Ｒ０１ 3,810人

Ｒ０２ 2,148人

Ｒ０３ 1,981人

Ｒ０４ 2,225人

金沢縄文ワールド入館者数

金沢縄文ワールド 

館内案内図 
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 展示室中央にシンボル展示としてチカモリ遺跡の環状木柱列を室内復元し、大型スクリーンの映像

とともに往時の環境を再現している。また、中屋サワ遺跡から出土した豊富な木製品を展示し、縄文

時代晩期の優れた木工技術を紹介している。 

  

シンボル展示               常設展示「巨木の文化」 

■漆と装飾 

 中屋サワ遺跡から出土した漆塗木製品や縄文土器を展示し、その高い技術と独自のデザイン性を通

して、縄文時代晩期の金沢に住んだ人々が持っていたワザと美意識を紹介している。特に漆塗木製品

は籃胎漆器や木胎漆器、弓、櫛、腕輪など多岐に渡る第一級の資料を展示しており、当該時期の金沢

における優れた漆芸文化の一端を垣間見ることができる。 

  

常設展「漆と装飾」             「縄文の考古楽」コーナー 

 

③ 企画展示 

 企画展示コーナーでは、常設展示とは別に、毎回異なるテーマに基づいた展示を行い、金沢を中心

とした北陸地方の遺跡と出土遺物を紹介している。令和 4 年度は下記の 4 回の企画展を開催した。 

 

企画展「弥生・古墳時代の匠の技」 

会  期  令和 4 年 6 月 25 日（土）～令和 4 年 9 月 11 日（日） 

概  要  西念・南新保遺跡出土品 600 点が令和 3 年 12 月に石川県指定文化財に指定された

こと記念した企画展。弥生時代後期の木製品を中心に、当時の高い木工技術や工人

の伝播ルートなどを西念・南新保遺跡出土品を中心に紹介した。 

展示資料  浮彫花弁木製高杯、透彫木製高杯、桶、琴、装飾板、竪櫛、団扇 など 

 

企画展「堅田館跡展」 

会  期  令和 4 年 9 月 17 日（土）～令和 5 年 1 月 9 日（日） 
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概  要  金沢の中世遺跡を代表する「堅田館跡（堅田Ｂ遺跡）」の出土品（石川県指定文化

財）のうち特徴的な優品を展示し、地方における有力武士の生活の様子を紹介した。       

展示資料  巻数板、卒塔婆、転読札、青磁碗、天目碗、梅瓶、漆器、鳴鏑、土師器皿 など 

 

企画展「古代の山林寺院・三千寺跡」 

会  期  令和 5 年 1 月 14 日（土）～令和 5 年 3 月 12 日（日） 

概  要  奈良・平安時代の山林寺院跡である「三千寺跡（三小牛ハバ遺跡）」の出土品及び

遺跡発見の契機となった銅板鋳出仏（個人蔵）が令和 3 年 3 月に金沢市指定文化財

となったことを記念した企画展で、同遺跡を始めとした県内の山林寺院出土遺物を

展示・紹介した。 

展示資料  銅板鋳出仏（個人蔵）、奈良三彩小壺、墨書土器、木簡、仏具、木製僧形像 など 

 

企画展「石川中央都市圏考古資料展 －古代編－」 

会  期  令和 5 年 3 月 18 日（土）～令和 5 年 6 月 4 日（土） 

概  要  令和 5 年が加賀立国（弘仁 14 年・西暦 823 年）から 1200 年の節目に当たることを

記念し、石川中央都市圏を構成する金沢市・白山市・かほく市・野々市市・津幡

町・内灘町の 4 市 2 町に所在する奈良・平安時代の遺跡から出土した優品を展示。 

展示資料  金沢市  末窯跡群：須恵器、土師器 

広坂廃寺跡：瓦、刻書土器 

三千寺跡：奈良三彩小壺、墨書土器、灯明皿 

上荒屋遺跡：墨書土器、木簡 

      白山市  横江荘遺跡：緑釉三足盤、墨書土器 

           北安田北遺跡：須恵器、緑釉皿、サンゴ            

      かほく市 高松・押水窯跡群：須恵器 

      野々市市 末松廃寺跡：瓦、瓦塔、銭貨（複製） 

           三日市 A 遺跡：墨書土器 

           粟田遺跡：墨書土器 

      津幡町  加茂遺跡・加茂廃寺：墨書土器、鴟尾、瓦塔 

           北中条遺跡：墨書土器、転用硯 
 

④ 縄文文化体験コーナー 

 金沢市埋蔵文化財センター２階の縄文文化体験コーナーでは様々な縄文

体験を無料で実施している。縄文体験はいつでも体験できる通年メニュー

と毎月内容が変わる期間限定メニューがあり、いずれも縄文時代の文化や

生業を追体験できる内容となっていて、当館の体験型展示コンセプトの一

翼を担っている。 

令和 4 年度は昨年度と同様、新型コロナウイルス感染拡大防止のため期

間限定メニューを中止し、通年メニューのみ開催した。その中で、人気メ

ニューの一つである「歴史文様しおり作り」では企画展の内容にちなんだ

オリジナル文様を考案するなど、魅力ある古代体験の提供に努めている。 

《利用実績》

年度

平成27年度 449 ※1

平成28年度 1,919

平成29年度 2,140

平成30年度 2,322

令和元年度 2,393

令和2年度 1,111 ※2

令和3年度 988 ※2

令和4年度 1,165

利用人数

※1　11月8日～3月31日
※2　新型コロナウィルスによる臨時閉館あり
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 通年メニュー    土器パズル  勾玉作り  古代衣装試着  拓本作り 

           ペーパークラフト  ぬりえ   しおり作り 

 期間限定メニュー  縄文かご・コースター作り  土偶作り  土笛作り  くみひも作り 

           うでわ作り  はたおり 

 

 

 

 

 

 

 

勾玉作りの様子            勾玉作り          歴史文様しおり作り 

 

 

⑤ 金沢縄文ワールド見学バス助成制度 

 金沢縄文ワールドでは、本市及び近郊の縄文遺跡の見学・体験を希望する小学校や関連団体に対し、

往復のバス使用料を助成する制度を実施しており、歴史学習や校外活動に活用されている。見学コー

スは下記の 3 コースを設定しており、申込団体が希望するコースを選択できる。見学バス助成は予算

上 10 団体程度を募集しているが、助成に依らない団体見学は随時受け入れている。 

 

① 展示見学コース －金沢縄文ワールドの展示と館内の見学－ 

行  程 金沢縄文ワールド（展示見学、館内設備見学） 

所要時間 約 40 分 

② 縄文文化体験コース －金沢縄文ワールド展示見学と縄文体験－ 

行  程 金沢縄文ワールド（展示見学、縄文体験（勾玉作り等）） 

所要時間 約 90 分 

③ 縄文文化探訪コース －金沢縄文ワールド展示見学と近郊の縄文遺跡めぐり－ 

行  程 金沢縄文ワールド、御経塚遺跡公園、チカモリ遺跡公園 

所要時間 約 120 分 

 

  
金沢縄文ワールドバス助成制度        

《利用実績》

年度

平成27年度 5団体 168人

平成28年度 7団体 288人

平成29年度 9団体 423人

平成30年度 6団体 312人

令和元年度 7団体 408人

令和2年度 2団体 82人

令和3年度 5団体 305人

令和4年度 9団体 347人

利用人数
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（２）歴史ふれあい講座 

 

当センターでは平成 12 年度より、職員が市内の

小学校へ出向き、郷土の歴史と埋蔵文化財について 

小学校 6 年生に講義を行う「歴史ふれあい講座」を

行っている。 

講座内では縄文時代から古墳時代の歴史につい

て学び、実際に遺物に触れる土器実見と勾玉作りの

体験を行う。さらに現在の生活と文化財との接点を

意識してもらえるよう、各小学校の校区内に所在す

る文化財や埋蔵文化財包蔵地を記した「文化財マッ

プ」を配布し、校区内の遺跡から発掘された出土品を展示している。 

平成 22 年度からは、金沢市文化財ボランティア「うめばちの会」の協力のもと、公私共同で事業を

行っている。今年度は 4月 26日の浅野町小学校から始まり、6月 17 日の粟崎小学校に終わる 23 校で開

催した。うち 19校が勾玉作りを、4校で土器実見を行った。参加児童数は 1297 名で、平成 12年度から

の累計は 36,726 名となった。 

   

 

   

 

《過去 5 年間の事業実績》     

実施年度 学校数 講座数 児童数 

平成 30 年度 27 51 1,608 

令和元年度 19 58 1,928 

令 和 ２ 年 度 新型コロナウイルスにより中止 

令 和 ３ 年 度 12 26 838 

令 和 ４ 年 度 23 39 １297 

勾玉作り体験の様子 
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（３）金沢こども歴史探検隊 

金沢市埋蔵文化財センターでは、将来を担

う子どもたちを対象に、市内の史跡・建造物

など実物の歴史遺産をフィールドとした歴史

体感活動「金沢こども歴史探検隊」を平成

年度より実施している。この活動は、ふるさ

との歴史をより深く理解してもらうことで、

地域と協働して貴重な歴史文化遺産を護って

いく「金沢型の文化財保存活動」の実現をめ

ざす環境を醸成することを目的としている。

第 22 回目となる令和 4 年度は、「チャレンジ！遺跡体験発掘Ｓ３（シーズンスリー）」と題し、作

年度に引き続き南新保遺跡群での体験発掘を実施した。

南新保遺跡群は区画整理事業に伴い令和 2 年度から金沢市が発掘調査を実施しており、本年度は事

業地内の南新保Ｃ遺跡・南新保Ｄ遺跡・南新保三枚田遺跡にて発掘調査が行われた。体験発掘の会場

となった南新保Ｃ遺跡は弥生時代から平安時代までの複合遺跡で、特に弥生～古墳時代の遺構と遺物

に良好なものが含まれる（6 頁参照）。 

体験発掘には親子 28 名の参加があり、発掘調査担当者が南新保遺跡群の概要と出土遺物を解説し

た後、屋外での発掘調査を体験した。調査は弥生～古墳時代の河川跡を中心に約 2 時間実施し、遺構

からは当該期の土器や木製品が多数出土した。参加者の感想は概ね好評であり、埋蔵文化財への理解

と親しみを深めるという当初の目的をほぼ達成する結果となった。今後も同様のイベントを継続して

実施し、金沢の豊富な歴史文化遺産を次世代へと守り伝える環境の醸成に努めていきたい。 

 

第 21 回金沢こども歴史探検隊「チャレンジ！遺跡体験発掘Ｓ３（シーズンスリー）」 

開催日：令和 4 年 11 月 19 日（土） 

内 容：南新保遺跡群（南新保Ｃ遺跡）の見学と体験発掘 

参加者：12 名 （小学生 6 名・保護者 6 名） 

  

《過去5年の事業実績》

実施年度 タイトル

平成30年度 「金沢こども探検隊in金沢城」

令和元年度 「金沢こども探検隊in湯涌江戸村」

令和2年度 「チャレンジ！遺跡体験発掘」

令和3年度 「チャレンジ！遺跡体験発掘R」

令和4年度 「チャレンジ！遺跡体験発掘S3」
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（４）市民ふるさと歴史研究会『鎌倉時代の武士館～堅田館～』 

 

市民ふるさと歴史研究会は、金沢市内の発掘調査等による成果を市民に伝えることを目的として平

成 16 年（2004）から実施している。 

令和 4 年度は、堅田館跡の講演会を開催した。まず発掘調査を担当した向井主査から発掘調査の概

要を説明し、次に京都大学教授、冨島義幸氏に建築史学の視点から鎌倉時代の武士館の復元について

ご講演いただいた。また、堅田館跡から実際に出土した建築材の解説や出土遺物の見学なども行われ

た。 

 

実施日：令和４年 11 月 23 日（水・祝）13:30～15:30 

講 師：冨島義幸氏（京都大学 教授）、向井裕知（金沢市歴史都市推進課 主査） 

会 場：金沢市埋蔵文化財センター 

参加者：39 名 

 

 

 

向井主査 堅田館跡の発掘調査報告 冨島教授 講演 

堅田館跡出土材木類の展示解説（冨島教授） 堅田館跡出土遺物の展示解説（向井主査） 
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４．組織 

 

 

 

 

   
職員(7) 

   

    

所 長(1) 
  

会計年度任用職員(1) 
  

    

 
  非常勤的会計年度任用職員(8) 

（屋内整理作業員）   
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